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沖
縄
の
本
土
復
帰
が
果
さ
れ
て
か
ら

早
く
も
三
十
年
余
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
三
次
に
わ
た
っ
て
沖
縄
振
興
開

発
計
画
が
実
施
さ
れ
国
に
よ
る
諸
施
策

が
講
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
沖
縄
県
民

の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
、
今
日
の

沖
縄
の
形
が
作
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
は
四
月
に
沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
七
月

に
は
沖
縄
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
、
九

月
に
分
野
別
計
画
の
同
意
に
ま
で
至
り

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
は
様
々

な
枠
組
み
が
か
な
り
組
み
上
が
っ
て
き

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
依
然

と
し
て
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
七
十

五
％
が
沖
縄
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
の

負
担
の
軽
減
は
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、

現
在
策
定
さ
れ
て
い
る
枠
組
み
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
新
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
み
出
し
沖
縄
の
新
世
紀
を

拓
く
こ
と
に
私
も
微
力
な
が
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
口
に
沖
縄
振
興
を
進
め
る
と

い
っ
て
も
、
非
常
に
多
く
の
面
が
あ
る

こ
と
は
、
今
回
の
沖
縄
振
興
計
画
の
中

味
を
見
て
も
良
く
わ
か
り
ま
す
。
沖
縄

の
産
業
振
興
を
う
な
が
す
た
め
の
多
様

な
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
味
は
観
光
振

興
の
よ
う
に
、
こ

の
地
域
の
特
徴
を

最
大
限
に
生
か
す

方
策
や
、
情
報
通

信
産
業
の
育
成
の

よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
中
で
沖
縄

の
新
し
い
位
置
付

け
を
作
っ
て
行
こ

う
と
す
る
も
の
、

そ
し
て
沖
縄
各
地

の
産
業
、
文
化
、

自
然
等
々
へ
の
木

目
細
か
い
配
慮
や

駐
留
軍
用
地
跡
地

の
利
用
促
進
な
ど

も
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
は
、

民
間
主
導
の
自
立

型
経
済
の
構
築
と

い
う
方
向
性
が
強

く
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
様
々
な
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
私
に
は
や
は
り
広
い
年
齢
層

を
対
象
と
し
た
観
光
と
リ
ゾ
ー
ト
地
の

発
展
が
最
も
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
観
光
産
業
に
お
い
て
は
、
過
去
に

修
学
旅
行
生
な
ど
に
テ
ロ
の
影
響
が
出

た
り
す
る
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
日
本
中
の
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ

て
美
し
い
自
然
を
満
喫
す
る
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
歴
史
と

二
十
一
世
紀
の
ア
ジ

ア
太
平
洋
の
進
む
道

を
共
に
し
っ
か
り
学

ぶ
日
本
の
道
場
と
な

る
べ
き
場
所
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
レ
ベ
ル
の
高

い
指
導
者
を
用
意
し

て
、
そ
の
メ
ン
バ
ー

と
訪
問
す
る
各
学
校

の
教
員
の
協
力
に
よ

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
年

間
を
通
じ
て
連
続
的

に
開
催
す
る
こ
と
な

ど
を
考
え
ら
れ
な
い

で

し

ょ

う

か
。
勿

論
、
大
人
や
家
族
に

は
ハ
ワ
イ
な
ど
を
越

え
る
リ
ゾ
ー
ト
が
期

待
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
、
立

地
も
選
定
さ
れ
た
、

国
際
性
を
持
っ
た
世

界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
を
行
う
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
の
設

立
も
私
に
は
大
変
期
待
さ
れ
る
も
の
で

す
。
既
に
、
大
学
の
基
本
構
想
を
作
成

す
る
た
め
に
評
議
会
が
六
月
一
日
に
開

催
さ
れ
、
議
長
に
はM

IT

の
ジ
ェ
ロ
ー

ム
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
教
授
（
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
）、
副
議
長
に
はS

a
lk

-

In
stitu

te

の
シ
ド
ニ
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
教

授
（
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
）

が
就
任
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
構
想
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
徹
底
し
た
国
際
性
を

持
っ
た
大
学
院
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

現
在
は
、
日
本
全
国
が
長
期
の
経
済

低
迷
に
大
変
苦
し
ん
で
い
る
と
き
で
あ

り
、
日
本
全
体
が
新
し
い
産
業
構
造
、

社
会
構
造
の
構
築
を
目
指
し
て
努
力
を

続
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
二
十
一
世
紀

の
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
中
国
、
韓
国
、

日
本
を
中
軸
と
す
る
大
き
な
社
会
、
経

済
の
枠
組
み
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
枠
組
み
の

地
理
的
、
歴
史
的
中
心
に
位
置
す
る
沖

縄
の
役
割
は
こ
れ
か
ら
益
々
重
要
性
が

増
し
て
参
り
ま
す
。
沖
縄
振
興
に
お
い

て
、
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
、
加

速
度
的
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
勿
論
、
沖
縄
だ
け
の
閉

じ
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
県

が
二
十
一
世
紀
に
果
す
役
割
を
誇
り
高

く
示
し
て
、
沖
縄
と
本
土
の
住
民
が
深

く
互
い
を
知
り
合
い
、
日
本
全
体
に
お

い
て
沖
縄
が
果
す
役
割
が
一
層
十
分
に

尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
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那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
の
新
都
心
地
区

に
建
設
を
進
め
て
い
た
那
覇
第
2
地
方

合
同
庁
舎
1
号
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

1
号
館
は
、
平
成
十
三
年
三
月
の
着

工
以
来
、
鋭
意
、
建
設
が
進
め
ら
れ
、

本
年
六
月
末
に
完
成
し
、
七
月
下
旬
か

ら
八
月
上
旬
に
か

け
て
、
七
官
署
が
入

居

す

る

こ

と

に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

那
覇
第
2
地
方

合
同
庁
舎
は
、
市
内

に
散
在
す
る
国
の

機
関
が
入
居
す
る

施
設
の
老
朽
・
狭
隘

の
改
善
、
借
り
上
げ

庁
舎
の
解
消
、
利
便

性
の
向
上
な
ど
を

目
的
に
合
同
集
約

化
を
図
る
た
め
、
建

設
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ビ
ッ
ク

コ
ア
構
想
の
積
極

的
な
展
開
を
通
し

て
、
那
覇
新
都
心
に

お
け
る
行
政
の
核

と
な
る
よ
う
な
施

設
整
備
を
目
指
し

て
お
り
、
今
後
は
、

1
号
館
に
続
き
、
2

号
館
、
3
号
館
が
順
次
、
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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一　

庁
舎
の
紹
介

　

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
に
お
け
る
都

市
環
境
へ
の
寄
与

　

積
極
的
な
施
設
の
緑
化
を
行
い
、
近

接
公
園
や
歩
行
空
間
と
の
一
体
化
を
図

る
こ
と
で
、
都
市
環
境
整
備
の
先
導
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

開
放
性
の
高
い
賑
わ
い
空
間
の
創
出

　

広
場
・
ロ
ビ
ー
等
の
開
放
性
を
高
め
、

快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る
空
間
を
創
出
し

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
庁
舎
計
画
の
積
極
的
な
展
開

　

「
グ
リ
ー
ン
庁
舎
」
と
は
、
環
境
に
配

慮
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利
用
す

る
施
設
の
こ
と
で
す
。
本
庁
舎
の
場

合
、
外
壁
に
は
直
射
光
を
遮
る
日
除
け

ル
ー
バ
ー
や
熱
線
吸
収
ガ
ラ
ス
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
室
内
の
空
調
負
荷
を
低

減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
壁
面
を
緑
化
す

る
こ
と
で
、
室
内
へ
の
照
り
返
し
を
軽

減
し
執
務
環
境
の
向
上
も
目
指
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
太
陽
光
発
電
、
中
庭
に

よ
る
自
然
通
風
や
自
然
採
光
の
有
効
利

用
、
氷
蓄
熱
方
式
の
空
調
シ
ス
テ
ム
の

採
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
水
（
雨
水
、
中
水
）

の
利
用
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
抑
え
る
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、「
環

境
に
や
さ
し
い
庁
舎
づ
く
り
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

沖
縄
の
気
候
・
風
土
の
受
容
と
活
用

　

沖
縄
の
気
候
・
風
土
を
理
解
し
、
自

然
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
る
と
共
に
、
快
適

な
執
務
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

二　

入
居
官
署
の
紹
介

独
立
行
政
法
人

国
立
印
刷
局　

沖
縄
事
務
所

（
沖
縄
政
府
刊
行
物
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
）

　

平
成
十
五
年
四
月
に
財
務
省
印
刷
局

か
ら
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
と
な

り
ま
し
た
。
国
立
印
刷
局
は
、
日
本
銀

行
券
、
郵
便
切
手
等
の
印
刷
及
び
官

報
、法
令
全
書
、職
員
録
、
白
書
等
の
刊

行
物
の
印
刷
・
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
閣
府　

沖
縄
総
合
事
務
局

那
覇
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

　

「
那
覇
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
、

農
林
水
産
行
政
の
組
織
再
編
で
農
林
水

産
統
計
業
務
と
、
農
林
水
産
政
策
全
般

に
わ
た
る
情
報
の
受
発
信
、
Ｉ
Ｔ
化
の

推
進
等
の
情
報
業
務
を
担
う
新
た
な
組

織
と
し
て
平
成
十
五
年
七
月
一
日
に

「
那
覇
統
計
情
報
出
張
所
」
か
ら
改
組

さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
生
産
地
か
ら
消
費
地

ま
で
カ
バ
ー
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
た
情
報
受
発
信
拠
点
と
し
て
、
生

産
者
・
消
費
者
双
方
へ
積
極
的
に
情
報

を
提
供
・
収
集
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
主
な
情
報
業
務
と
し
て
は
、
緊

急
・
重
要
な
政
策
課
題
等
へ
の
対
応
に

関
し
、
市
町
村
・
農
協
や
地
域
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
等
へ
の
情
報
提
供
、

消
費
者
・
生
産
者
の
意
見
、
農
林
漁
業

現
地
情
報
の
把
握
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、

出
前
授
業
等
に
よ
る
食
に
関
す
る
情
報

提
供
の
積
極
的
展
開
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の

実
施
な
ど
、
農
林
水
産
業
、
農
山
漁
村

の
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
農
林
水
産
統
計
業
務
と

し
て
は
、
農
業
に
関
す
る
統
計
調
査
、

食
品
の
加
工
か
ら
消
費
に
い
た
る
流
通

に
関
す
る
統
計
調
査
、
林
業
に
関
す
る

統
計
調
査
、
漁
業
に
関
す
る
統
計
調

査
、
地
域
環
境
に
関
す
る
統
計
調
査
を
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行
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省　

沖
縄
労
働
局

那
覇
労
働
基
準
監
督
署

　

当
署
管
内
（
浦
添
市
以
南
の
本
島
南

部
及
び
周
辺
の
離
島
を
含
む
四
市
六
町

十
村
）
に
お
い
て
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
即
応
し
た
労
働
基
準
行
政
を
積

極
的
に
推
進
し
、
労
働
者
が
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
一
般
労
働
条
件
の
確
保
対

策
、
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
指
導
、

及
び
労
働
保
険
制
度
の
促
進
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
方
面
・
第
二
方
面
・
第
三
方
面

●�

事
業
場
に
対
す
る
監
督
指
導

●�

労
働
基
準
法
な
ど
に
関
す
る
届
出
・

申
請
・
報
告
窓
口

●�

労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
相
談
・
申

告●�

司
法
事
件
の
捜
査

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー　

労
使
間
の

労
働
紛
争
の
解
決

《
安
全
衛
生
課
》

●�

労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
届
出
・
申

請
・
報
告
窓
口
、労
働
災
害
防
止
指
導
等

《
労
災
補
償
課
》

●�

労
働
保
険
関
係
受
付
業
務
、
労
働
保

険
料
徴
収
業
務
、
労
働
保
険
給
付
等

《
業　

務　

課
》

●�

会
計
等
内
部
事
務

厚
生
労
働
省　

沖
縄
労
働
局

　

沖
縄
労
働
局
は
、
沖
縄
県
地
域
に
お

い
て
、
全
て
の
人
に
働
く
場
を
提
供

し
、
豊
か
で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
場
に
お
け

る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇
を
確
保

す
る
た
め
、
沖
縄
県
の
経
済
社
会
情
勢

を
的
確
に
捉
え
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
総
合
的
な
労
働
行
政
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
労
働
局
の
組
織

と
主
な
業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
総
務
部
》

総
務
課
・
企
画
室
・
労
働
保
険
徴
収
室

総
務
・
会
計
等
業
務
、
個
別
労
働
紛
争

の
解
決
等
業
務

労
働
保
険
の
適
用
・
徴
収
に
関
す
る
業

務《
労
働
基
準
部
》

監
督
課
・
賃
金
室
・
安
全
衛
生
課
・
労

災
補
償
課

労
働
時
間
等
労
働
条
件
の
確
保
改
善
に

関
す
る
業
務
、
最
低
賃
金
・
最
低
工
賃

制
度
の
運
営
等
の
業
務
、
労
働
災
害
防

止
、
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
の
業

務
、
労
災
保
険
事
業
に
関
す
る
業
務

《
職
業
安
定
部
》

職
業
安
定
課
・
職
業
対
策
課

職
業
紹
介
及
び
雇
用
保
険
事
業
等
に
関

す
る
業
務
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
雇

用
促
進
及
び
地
域
雇
用
開
発
、
労
働
者

派
遣
事
業
等
に
関
す
る
業
務

《
雇
用
均
等
室
》

男
女
の
雇
用
機
会
均
等
、
育
児
・
介
護

休
業
等
に
関
す
る
業
務

総
務
省　

沖
縄
行
政
評
価
事
務
所

　

沖
縄
行
政
評
価
事
務
所
は
、
総
務
省

の
地
方
支
分
部
局
の
ひ
と
つ
と
し
て
設

置
さ
れ
、
沖
縄
県
を
管
轄
区
域
と
し
、

国
や
特
殊
法
人
等
の
業
務
に
つ
い
て
、

政
策
評
価
、
行
政
評
価
・
監
視
、
行
政

相
談
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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一　

政
策
評
価
及
び
行
政
評
価
・
監
視

　

総
務
省
が
実
施
す
る
政
策
評
価
や
行

政
評
価
・
監
視
に
関
す
る
実
地
調
査
機

能
を
担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政

評
価
・
監
視
に
つ
い
て
は
、
独
自
に
、

地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
行
政
上

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
国
や
特
殊
法
人

等
の
出
先
機
関
等
を
対
象
に
現
地
的
に

必
要
な
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

二　

行
政
相
談

　

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
公
正
・
中

立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機
関
に
必
要

な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
や
実

現
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
こ

と
を
通
じ
て
行
政
の
制
度
及
び
運
営
の

改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
に
お
い
て
は
、
平
成
十
四

年
度
に
約
三
千
七
百
件
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

三　

情
報
公
開
制
度
の
案
内
等

　

情
報
公
開
制
度
の
仕
組
み
や
開
示
請

求
手
続
等
に
つ
い
て
の
案
内
や
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
政
策
評
価
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

原
子
力
安
全
・
保
安
院

那
覇
鉱
山
保
安
監
督
事
務
所

　

那
覇
鉱
山
保
安
監
督
事
務
所
は
、
沖

縄
が
本
土
に
復
帰
し
た
そ
の
日
か
ら
沖

縄
の
鉱
業
に
お
い
て
も
本
土
の
鉱
山
保

安
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
に
沖

縄
県
を
管
轄
す
る
通
商
産
業
省
（
現
在

は
経
済
産
業
省
）
の
地
方
支
分
部
局
と

し
て
那
覇
市
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
一
月
六
日
の
省
庁
再
編

に
よ
り
、
鉱
山
保
安
関
係
に
つ
い
て

は
、
産
業
保
安
担
当
部
局
と
し
て
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
特
別
の
機
関
で
あ

る
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
移
管
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
事
務
所
は
、
管
理
課
と
監
督
課
の

二
課
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
業
務
内

容
と
し
て
は
、
管
内
鉱
山
の
災
害
及
び

鉱
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
自
主
保
安

を
基
本
と
し
つ
つ
、
鉱
山
保
安
法
の
周

知
徹
底
、
鉱
山
保
安
管
理
体
制
の
整

備
・
充
実
、
鉱
山
の
保
安
技
術
の
改
善

等
を
重
点
に
保
安
監
督
指
導
を
実
施

し
、
又
、
管
内
鉱
山
の
大
半
が
小
規
模

鉱
山
の
た
め
、
き
め
の
細
か
い
保
安
指

導
や
巡
回
検
査
指
導
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
保
安
技
術
職
員
に
対
す
る
研
修

や
保
安
運
動
の
側
面
的
支
援
等
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省

沖
縄
船
員
地
方
労
働
委
員
会

　

沖
縄
船
員
地
方
労
働
委
員
会
は
、
労

働
組
合
法
、
労
働
関
係
調
整
法
等
に
基

づ
く
労
使
問
題
の
救
済
・
調
整
機
関
と

し
て
の
業
務
の
ほ
か
に
、
沖
縄
総
合
事

務
局
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

●�

労
働
紛
争
の
調
整

　

労
使
間
の
争
い
は
、
当
事
者
で
自
主

的
に
解
決
す
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
こ

と
で
す
が
、
自
主
的
な
解
決
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
事

者
間
の
主
張
を
公
正
な
立
場
で
調
整

し
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
の
手
助
け

を
し
て
お
り
ま
す
。

●�

個
別
労
働
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

　

個
人
と
船
舶
所
有
者
の
間
で
、
解

雇
・
配
置
転
換
等
の
労
働
問
題
が
生
じ

た
と
き
は
、「
あ
っ
せ
ん
」
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●�

そ
の
他
に
、
不
当
労
働
行
為
の
審
査

と
救
済
、
労
働
組
合
の
資
格
審
査
、
ま

た
諮
問
機
関
と
し
て
、
最
低
賃
金
に
関

し
て
諮
問
を
受
け
た
場
合
、
調
査
審
議

の
う
え
答
申
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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１　

食
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の

法
整
備
と
行
政
組
織
の
構
築

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
食
品
虚
偽
表
示
な
ど
に
よ

り
、
国
民
の
「
食
の
安
全
・
安
心
」
に

対
す
る
関
心
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
十
四
年
六

月
、
食
品
安
全
行
政
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
議
に
お
い
て
「
今
後
の
食
品
安
全

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
取
り
ま

と
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
ま

と
め
に
お
い
て
は
、
今
後
の
食
品
安
全

行
政
に
つ
い
て
、

①

消
費
者
の
保
護
を
基
本
と
し
た
包

括
的
な
食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
法
律
と
し
て
食
品
安
全
基
本
法

（
仮
称
）
を
制
定
し
、
こ
の
基
本
法

に
則
し
、
食
品
の
安
全
性
に
か
か
わ

る
関
連
法
に
つ
い
て
検
討
し
所
要
の

改
正
を
行
う

②

消
費
者
の
健
康
保
護
を
最
優
先

に
、
食
品
安
全
行
政
に
リ
ス
ク
分
析

手
法
を
導
入
し
、
食
品
の
安
全
性
に

関
す
る
リ
ス
ク
評
価
を
行
う
食
品
安

全
委
員
会
（
仮
称
）
を
内
閣
府
に
新

た
に
設
置
し
、
リ
ス
ク
管
理
を
担
当

す
る
行
政
機
関
に
つ
い
て
も
、
リ
ス

ク
管
理
体
制
の
見
直
し
を
図
る

な
ど
と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
全
体
と
し

て
食
品
安
全
行
政
を
大
き
く
見
直
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

6
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２　

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
に

つ
い
て

①
食
品
安
全
行
政
の
確
立

　

〜
本
省
・
地
方
組
織
を
通
じ
た
食
品

の
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
強
化
〜

　

食
品
安
全
委
員
会
の
発
足
な
ど
、
政

府
全
体
で
の
食
品
安
全
行
政
の
見
直
し

に
対
応
し
て
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て

も
食
品
の
リ
ス
ク
管
理
（
※
）
を
適
切

に
行
う
た
め
、
本
省
・
地
方
組
織
を
通

じ
、
食
品
の
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

②
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
の

取
組
の
強
化

　

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
料
の
安

定
供
給
の
確
保
の
た
め
、
総
合
食
料
局

に
お
い
て
、
食
料
品
や
農
産
物
の
安
定

供
給
政
策
と
と
も
に
、
主
要
食
糧
（
米

麦
）
に
関
す
る
業
務
を
一
体
的
に
行
い

ま
す
。

　

特
に
、
米
政
策
改
革
大
綱
の
具
体
化

を
推
進
し
、
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
の

安
定
供
給
を
確
保
し
ま
す
。

③
農
林
水
産
分
野
を
め
ぐ
る
環
境
変
化

に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
整
備

○
環
境
へ
の
国
民
の
意
識
・
関
心
の
高

ま
り
に
応
え
る
た
め
、
農
林
水
産
分

野
に
お
け
る
環
境
政
策
へ
の
取
組
を

強
化
し
ま
す
。

○
農
林
水
産
分
野
の
国
際
問
題
の
広
が

り
や
国
内
施
策
へ
の
影
響
の
増
大
に

対
処
す
る
た
め
、
農
林
水
産
行
政
全

体
の
見
地
か
ら
国
際
問
題
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
農
林
水
産
行
政
や
食
品
安
全
行
政
に

関
す
る
情
報
の
受
発
信
に
関
す
る
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

※
リ
ス
ク
管
理
：
食
品
が
人
の
健
康
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
を
低
減
す
る

た
め
の
措
置
の
こ
と
。

　

た
と
え
ば
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
関
し
牛
の
危

険
部
位
の
除
去
を
命
令
し
た
り
、
農
薬

の
使
用
基
準
を
設
定
し
た
り
し
ま
す
。
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３　

農
林
水
産
部
の
組
織
再
編
に

つ
い
て

　

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
で

も
、
全
国
的
な
組
織
再
編
の
動
き
に
合

わ
せ
、
新
た
に
消
費
・
安
全
課
と
食
糧

課
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
統
計
情

報
組
織
の
再
編
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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①
消
費
・
安
全
課
、
食
糧
課
を
新
設

　

消
費
・
安
全
課　

　

消
費
・
安
全
課
で
は
、
消
費
者
に
軸

足
を
置
い
た
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る

立
場
か
ら
、
生
産
者
と
消
費
者
の
顔
の

見
え
る
関
係
の
構
築
、「
食
」
と
「
農
」
の

一
体
化
等
を
目
指
し
、
食
品
の
安
全
性

の
確
保
、
食
品
の
規
格
・
表
示
の
適
正

化
、
消
費
者
相
談
等
の
業
務
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
業
務
と

し
て
は
、

○
消
費
者
保
護
、
食
育
、
リ
ス
ク
管
理

対
策
の
調
査
等
の
消
費
者
行
政

○
土
壌
汚
染
、
農
薬
等
の
使
用
の
適
正

化
、
飼
料
の
安
全
性
確
保
、
牛
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
等
の
安
全
管
理
業

務
○
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
食
品
の
適
正
・

規
格
の
調
査
、
監
視
、
是
正
指
導
等

の
表
示
・
規
格
業
務
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食　

糧　

課　

　

食
糧
課
で
は
、
米
穀
の
生
産
、
流
通

等
業
務
を
中
心
と
し
た
従
来
の
食
糧
庁

（
福
岡
食
糧
事
務
所
那
覇
事
務
所
）
の

業
務
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

�
②
統
計
情
報
組
織
の
再
編

　

従
来
の
統
計
情
報
業
務
を
統
計
に
関

す
る
企
画
・
分
析
機
能
の
強
化
を
図
る

た
め
の
統
計
調
査
業
務
と
農
林
水
産
施

策
全
般
に
わ
た
る
情
報
の
受
発
信
、
農

林
水
産
分
野
の
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
等
情

報
・
広
報
体
制
の
整
備
・
強
化
に
対
応

す
る
情
報
業
務
に
分
け
、
組
織
の
再

編
・
ス
リ
ム
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
組
織
再
編
の
内
容
は
、

○
統
計
情
報
課
が
統
計
調
査
課
へ
組
織

変
更

○
県
内
四
カ
所
（
那
覇
、
名
護
、
平
良
、

石
垣
）の
統
計
情
報
出
張
所
を
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー
へ
組
織
変
更

（
那
覇
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
は
特

集
そ
の
１
で
ご
紹
介
し
て
い
る
「
那

覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
」
に

入
居
し
ま
す
。）

○
情
報
業
務
を
農
政
課
に
移
し
替
え
、

業
務
を
拡
充

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
各
課
の
業
務
再
編

○
農
政
課
流
通
係
が
担
当
し
て
い
た

「
市
場
関
係
及
び
食
品
産
業
」
関
係

業
務
が
農
産
園
芸
課
食
品
産
業
係

（
新
設
）
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

○
畜
産
課
畜
産
経
済
係
が
担
当
し
て
い

た
「
家
畜
衛
生
及
び
流
通
飼
料
」
関

係
業
務
が
消
費
・
安
全
課
畜
産
安
全

係
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

○
農
政
課
に
情
報
班
が
設
置
さ
れ
、
従

来
統
計
情
報
課
が
担
当
し
て
い
た
情

報
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
調
査
広

報
業
務
の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

9

Special�Edition
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不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不 当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当 景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景 品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品 類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類 及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及 びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび 不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不 当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表 示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示 防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防 止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止 法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法 のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改 正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正 すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる 法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法 律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律 のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施 行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行 にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて不当景品類及び不当表示防止法の一部を改正する法律の施行について
　最近における商品又は役務の取引に関する表示をめぐる状況にかんがみ、公正な競争の確保による一般消

費者の利益の一層の保護を図るため、合理的な根拠なく著しい優良性を示す不当表示の効果的な規制、都道

府県知事による執行力の強化等を内容とする「不当景品類及び不当表示防止法の一部を改正する法律案」が、

本年５月１６日に成立、同月２３日に公布されました。下記２及び３については本年６月２３日から施行され、１

については本年１１月２３日から施行される予定です。

総務部

その１BUSINESS��REPORT
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下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下 請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請 代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代 金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金 支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支 払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払 遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅 延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延 等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等 防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防 止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止 法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法 のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改 正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正 すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる 法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法 律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律 のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施 行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行 にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて下請代金支払遅延等防止法の一部を改正する法律の施行について
　最近におけるサービス産業の発展等にかんがみ、役務に係る下請取引の公正化を図るため、プログラムの

作成等役務に係る下請取引を下請代金支払遅延等防止法の対象として追加すること等を内容とする「下請代

金支払遅延等防止法の一部を改正する法律案」が、本年６月12日に成立、同月18日に公布されました。施行

は、公布日から起算して１年を超えない範囲内において政令で定める日からとされています（ただし、下記

５については、本年７月18日から施行）。

BUSINESS��REPORT

総務部

その２
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本
人
確
認
法
は
、
金
融
機
関
の
顧
客

管
理
体
制
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
捜
査
機
関
に
よ
る
テ
ロ
資
金
や
犯

罪
収
益
等
の
追
跡
の
た
め
の
情
報
を
確

保
し
、
金
融
機
関
が
テ
ロ
資
金
供
与
や

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。（
平
成

十
四
年
四
月
二
十
六
日
公
布
、
平
成
十

五
年
一
月
六
日
施
行
）

　

本
人
確
認
と
は　

　

金
融
機
関
が
公
的
証
明
書
に
よ
り
顧

客
の
本
人
特
定
事
項
（
顧
客
が
自
然
人

で
あ
る
場
合
は
当
該
自
然
人
の
氏
名
、

住
居
及
び
生
年
月
日
、
顧
客
が
法
人
で

あ
る
場
合
は
当
該
法
人
の
名
称
及
び
本

店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を

確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
人
確
認
場
面　

①
取
引
開
始
時
（
銀
行
等
の
預
金
口
座

の
開
設
、
有
価
証
券
の
売
買
、
保
険
契

約
の
締
結
等
）

②
大
口
現
金
取
引
等
を
行
う
場
合
（
現

金
等
に
よ
る
二
百
万
円
を
超
え
る
取

引
）

③
本
人
特
定
事
項
の
真
偽
に
疑
い
（
本

人
特
定
事
項
の
虚
偽
告
知
・
名
義
人
へ

の
な
り
す
ま
し
等
の
疑
い
）
が
あ
る
顧

客
と
の
取
引
等
を
行
う
際

　

対
象
金
融
機
関　

　

本
人
確
認
法
で
は
、
規
制
の
抜
け
道

を
な
く
す
た
め
、
銀
行
、
証
券
会
社
、

保
険
会
社
、
郵
便
局
等
、
金
融
機
関
に

幅
広
く
本
人
確
認
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

本
人
確
認
の
方
法　

本
人
確
認
の
方
法
は
、
取
引
名
義
人
が

実
在
す
る
か
？
（
仮
名
取
引
の
防
止
）、

公
的
証
明
書
の
所
持
人
が
取
引
名
義
人

と
同
一
か
？
（
な
り
す
ま
し
防
止
）
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
自
然
人
顧
客
の
場

合
は
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
公

的
証
明
書
の
原
本
の
掲
示
、
法
人
顧
客

の
場
合
は
法
人
と
実
際
の
取
引
担
当
者

双
方
の
本
人
確
認
及
び
登
記
簿
謄
本
・

抄
本
等
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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概　

況　

　

最
近
の
管
内
経
済
情
勢
を
み
る
と
、
個
人
消

費
は
、
底
固
く
推
移
し
て
い
る
。
公
共
事
業
、

住
宅
建
設
は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

十
五
年
度
の
設
備
投
資
は
前
年
度
を
下
回
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
は
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
企
業
活
動
を
み
る
と
、
生
産

は
一
部
に
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
低
調
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
十
五
年
度

通
期
の
企
業
収
益
は
、
増
益
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
企
業
の
景
況
感
は
、
現
状
は
「
下
降
」

超
に
転
じ
て
い
る
も
の
の
、
先
行
き
は
「
上
昇
」

超
に
転
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
も
の
の
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
管
内
経
済
は
、
一
部
に
厳
し

さ
は
残
る
も
の
の
、
観
光
は
高
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
全
体
と
し
て
持
ち
直
し
の
動
き
が
続

い
て
い
る
。

　

個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
引
き
続
き

大
型
ス
ー
パ
ー
出
店
の
影
響
な
ど
か
ら
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
主
要
ス
ー
パ
ー
は
新

規
出
店
効
果
の
持
続
な
ど
も
あ
っ
て
、
主
力
の

飲
食
料
品
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
前

年
を
上
回
っ
て
お
り
、
底
固
い
動
き
と
な
っ
て

い
る
。

　

耐
久
消
費
財
で
は
、
家
電
製
品
販
売
は
テ
レ

ビ
等
は
好
調
な
も
の
の
、
Ｏ
Ａ
機
器
等
が
低
調

な
こ
と
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
自
動
車

販
売
は
、
新
車
販
売
は
小
型
乗
用
車
や
軽
自
動

車
が
好
調
な
動
き
を
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

前
年
を
上
回
っ
て
い
る
ほ
か
、
中
古
車
販
売
は

前
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
は
、
底
固
く
推
移

し
て
い
る
。

　

観
光
を
み
る
と
、
観
光
入
込
客
数
は
、
外
国

客
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
４
月
で
は
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
引
き
続
き
高
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。

　

主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
単
価
、
客
単
価
は
前
年

を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
客
室
稼
働
率
は
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

観
光
関
連
施
設
の
入
場
者
数
は
、
高
水
準
で

あ
る
入
込
み
客
や
、
美
ら
海
水
族
館
の
効
果
か

ら
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
は
高
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。

　

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着
工
戸
数
で
み
る

と
、
持
家
、
分
譲
住
宅
で
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
貸
家
で
前
年
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
は
前
年
を
上
回
っ
て

い
る
。
新
設
住
宅
の
着
工
床
面
積
も
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

資
金
別
の
着
工
戸
数
で
は
、
民
間
資
金
、
公

的
資
金
と
も
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

設
備
投
資
を
み
る
と
、
十
五
年
度
は
、
製
造

業
で
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
非
製

造
業
で
前
年
度
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
前
年
度
を
下
回
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

　

公
共
事
業
を
公
共
工
事
前
払
保
証
請
負
額
で

み
る
と
、
市
町
村
で
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
国
、
県
等
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

生
産
活
動
を
み
る
と
、
建
設
資
材
関
連
で

は
、
ア
ル
ミ
型
材
、
生
コ
ン
、
セ
メ
ン
ト
、
棒

鋼
と
も
に
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
食
料
品
で
は
、
発
泡
酒
、
食
肉
加
工

品
、
泡
盛
は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

ビ
ー
ル
、
パ
ン
・
め
ん
類
が
前
年
を
下
回
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
一
部
に
動
き
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
低
調
な
動

き
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
収
益
（
石
油
、
電
気
・
ガ
ス
を
除
く
）

を
み
る
と
、
十
五
年
度
上
期
は
、
製
造
業
、
非

製
造
業
と
も
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
も
「
増
益
」
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
五
年
度
下
期
は
、
非
製
造
業
で
わ
ず
か
な

が
ら
「
減
益
」
と
み
て
い
る
も
の
の
、
製
造
業

で
大
幅
な
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
「
増
益
」
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
五
年
度
通
期
は
、
製
造
業
で
大
幅
な
「
増

益
」
と
み
て
お
り
、
非
製
造
業
で
も
「
増
益
」

と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
も
「
増
益
」

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
の
景
況
感
を
み
る
と
、
現
状
（
十
五
年

四
〜
六
月
期
）
で
は
、
製
造
業
で
「
下
降
」
超

幅
が
縮
小
し
て
い
る
も
の
の
、
ウ
ェ
イ
ト
の
高

い
非
製
造
業
で
「
下
降
」
超
に
転
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
産
業
で
は
「
下
降
」
超
に
転
じ
て

い
る
。

　

な
お
、
先
行
き
は
、
製
造
業
で
「
下
降
」
超

幅
が
拡
大
す
る
も
の
の
、
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い
非

製
造
業
で
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。

　

企
業
倒
産
を
み
る
と
、
件
数
、
負
債
金
額
と

も
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
完
全
失
業
率
は
依
然

と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

有
効
求
人
倍
率
は
や
や
改
善
の
動
き
が
み
ら

れ
る
。

　

新
規
求
人
数
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数
は
増

加
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
就
職
件
数
も
増
加
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
改
善
の
動
き
が
み

ら
れ
る
。

　

消
費
者
物
価
を
み
る
と
、
交
通
・
通
信
や
保

健
医
療
な
ど
で
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
被

服
及
び
履
物
な
ど
多
く
の
費
目
で
下
落
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
引
き
続
き
弱
含
ん

で
い
る
。

　

金
融
面
を
み
る
と
、
設
備
資
金
、
運
転
資
金

と
も
に
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

農
産
品
を
野
菜
・
果
実
の
出
荷
量
、
出
荷
額

で
み
る
と
、
県
内
、
県
外
向
け
と
も
に
出
荷
額

は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
出
荷
量
は

前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
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平
成
十
四
年
七
月
三
日
、
政
府
は
今

後
の
我
が
国
の
国
家
戦
略
と
な
る
知
的

財
産
戦
略
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
綱
は
、
現
在
の
我
が
国
の
厳

し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
よ
り
付
加

価
値
の
高
い
知
的
財
産
を
創
造
し
、
そ

れ
を
保
護
・
活
用
し
な
が
ら
我
が
国
の

経
済
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
の
方
針
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今

後
は
、
こ
の
大
綱
を
基
に
各
省
庁
の
施

策
が
決
定
・
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

大
綱
の
な
か
で
特
に
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
の
が
、
青
少
年
へ
の
知
的

財
産
権
教
育
普
及
の
推
進
で
す
。
将
来

の
知
的
財
産
創
出
の
担
い
手
と
な
る
子

供
達
が
、
早
い
段
階
か
ら
、
知
的
財
産

の
重
要
性
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
、
か

つ
、
素
晴
ら
し
い
発
明
や
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
柔
軟
な
発
想
を
持
つ
よ
う
に

育
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

経
済
産
業
部
で
は
、
知
的
財
産
権
教

育
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
昨
年
度
実

施
し
た
「
高
校
生
向
け
の
知
的
財
産
権

教
育
普
及
出
前
授
業
」
に
引
き
続
き
、

今
年
度
は
「
小
学
生
向
け
の
知
的
財
産

権
教
育
普
及
出
前
授
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

授
業
内
容
と
し
て
は
、
子
供
達
に
受

入
れ
易
く
、
ま
た
楽
し
く
な
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
た
。

知
的
財
産
権
と
い
う
言
葉
か
ら
く
る
堅

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
無
く
し
、
マ
ン
ガ

「
ド
ク
タ
ー
ス
ラ
ン
プ
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」

を
題
材
に
、
発
明
の
重
要
性
に
つ
い
て

分
か
り
易
く
解
説
し
た
ビ
デ
オ
の
上
映

や
、
実
際
に
子
供
達
に
作
品
（
お
も

ち
ゃ
）
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

楽
し
く
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
内
の
四
小
学
校
に
て
五

回
の
授
業
を
行
う
予
定
で
い
ま
す
が
、

将
来
は
、
よ
り
多
く
の
小
学
校
で
こ
の

出
前
授
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
沖

縄
か
ら
一
人
で
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
た
田
中
耕
一
さ
ん
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
人
材
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
ま

た
、
子
ど
も
達
に
明
る
い
未
来
が
や
っ

て
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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知
的
財
産
と
は：

研
究
や
発
明
な

ど
人
間
の
頭
脳
活
動
か
ら
生
ま
れ

た
成
果
の
こ
と
を
言
う
。
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30名４年３組小 禄 南 小 学 校①６月10日実

施

済

39名４年２組琉球大学附属小学校②６月12日

22名６年１組久 茂 地 小 学 校③６月17日

24名６年２組久 茂 地 小 学 校④６月17日

29名４年北 玉 小 学 校⑤９月中旬
実施
予定

＜ 実 施 状 況 及 び 予 定 表 ＞

授業で使用したビデオ 講師の話に耳を傾ける児童達 作品を真剣な眼差しで作る児童達



� 　中小企業の事業再生の支援について　

　最近の我が国の中小企業を巡る景況は、生産が低下傾向で推移し、資金繰りが厳しいなど厳

しい状況が続いております。また、中小企業の倒産件数が高水準で推移するとともに開業率が

廃業率を下回る状況が続いており、経済の新陳代謝機能が低下していると考えられており

ます。

　このような経営環境の悪化しつつある中小企業の事業再生に関する施策を総動員できる体制

を整備し、各地域の実情に応じたきめ細やかな中小企業の再生への取組みを支援するため、那

覇商工会議所「沖縄県中小企業再生支援協議会」が本年４月に設置されました。

　同協議会事業は、47都道府県に各１協議会づつ設けることとなっており、産業再生機構や整

理回収機構とも連携して事業を進めることとしております。

　中小企業の皆様の再生を支援しておりますのでどうぞお気軽にご利用ください。

※　中小企業再生支援協議会　TEL.� 098－868－3760　（担当：吉村）
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沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
、
名
護
市
に
お
い
て
平
成
十

二
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
「
名

護
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
」
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
去
る
六
月
二
十
一
日
同
市
二
十

一
世
紀
の
森
屋
内
運
動
場
に
お
い
て
、

細
田
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
、

北
村
農
林
水
産
副
大
臣
を
は
じ
め
、
成

田
沖
縄
総
合
事
務
局
長
、
稲
嶺
沖
縄
県

知
事
、
岸
本
名
護
市
長
等
、
多
数
の
関

係
者
が
出
席
し
て
落
成
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

畜
産
は
北
部
地
域
に
お
け
る
重
要
な

産
業
で
あ
り
、
同
地
域
に
お
け
る
農
業

産
出
額
の
四
割
を
畜
産
が
占
め
て
い
ま

す
。
中
で
も
豚
の
飼
養
頭
数
は
県
内
の

四
割
を
占
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾

向
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
総
事
業
費
は
三
十
億

五
千
万
円
で
、
新
た
な
衛
生
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
と
畜
・
解
体
処
理
室
、
枝
肉

冷
蔵
庫
、
部
分
肉
加
工
室
等
の
施
設
が

整
備
さ
れ
、
処
理
能
力
は
一
日
あ
た
り

豚
六
百
頭
、
山
羊
八
頭
、
牛
五
頭
で
、

消
費
者
が
求
め
る
安
全
で
品
質
の
高
い

食
肉
の
生
産
や
流
通
に
果
た
す
役
割
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
施
設
案
内
や
関
係

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た

後
、
落
成
式
典
・
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、

細
田
大
臣
、
北
村
副
大
臣
、
稲
嶺
知
事

か
ら
は
来
賓
と
し
て
祝
辞
が
あ
り
、
そ

の
中
で
細
田
大
臣
は
「
同
セ
ン
タ
ー
は

沖
縄
の
安
全
・
安
心
な
食
を
担
う
施
設

で
あ
り
ま
す
。
畜
産
は
北
部
の
重
要
な

産
業
で
あ
り
、
豚
や
山
羊
の
生
産
振
興

や
雇
用
確
保
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。」と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
村
副
大
臣
は
「
同
セ
ン

タ
ー
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
県
産
食
肉

の
供
給
基
地
と
し
て
、
消
費
者
へ
安
全

で
安
心
で
き
る
食
肉
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
沖
縄
県
の
畜
産
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
大
い
に
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
、
関
係
者

と
と
も
に
名
護
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
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祝辞を述べる細田大臣

テープカットの様子

食肉センター全景
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国
土
交
通
省
で
は
、
去
っ
た
六
月
一

日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

を
「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」

の
重
点
期
間
と
定
め
、「
デ
ィ
ー
ゼ
ル

黒
煙
ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

連
携
し
な
が
ら
、
関
係
省
庁
、
自
動
車

関
係
団
体
等
と
協
力
し
て
本
運
動
を
全

国
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
お
よ

び
大
都
市
地
域
に
お
け
る
自
動
車
の
排

出
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ
る
環
境
の
悪
化

が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
特
に
暴
走
行
為
、
過
積
載
等
を
目

的
と
し
た
不
正
改
造
車
は
、
道
路
交
通

の
秩
序
を
乱
す
と
と
も
に
、
環
境
悪
化

の
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
本
運
動

は
、
道
路
交
通
の
安
全
確
保
、
公
害
防

止
を
図
る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て

平
成
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

運
輸
部
に
お
い
て
も
本
運
動
を
推
進

す
る
た
め
、
沖
縄
県
警
察
本
部
、
県
内

自
動
車
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、

ラ
ジ
オ
の
ス
ポ
ッ
ト
放
送
、
市
町
村
広

報
誌
へ
の
掲
載
依
頼
、
新
聞
へ
の
掲

載
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
及
び
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
先
島
を
含

む
県
内
四
ヶ
所
に
お
い
て
街
頭
検
査
を

実
施
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
社
会

的
責
務
に
対
す
る
自
覚
を
促
し
ま
し

た
。

　

自
動
車
は
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
及

び
公
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
構
造
、

装
置
及
び
性
能
に
つ
い
て
必
要
最
小
限

の
技
術
基
準
（
道
路
運
送
車
両
の
保
安

基
準
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国

等
の
行
う
検
査
を
受
け
た
後
に
保
安
基

準
に
抵
触
す
る
不
正
改
造
を
行
う
ユ
ー

ザ
ー
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
不
正
行
為
に
対
す
る
規
制
を
強

化
す
る
た
め
平
成
十
四
年
に
道
路
運
送

車
両
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
本
年
四

月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
運
動
期
間
中
の
街
頭
検
査
に
お
い

て
は
、
特
に
、

①
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
等
の

貼
付
に
よ
る
視
認
性
、
被
視
認
性
の

低
下

②
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
等
不
適
切
な
灯
火
器

の
取
り
付
け

③
マ
フ
ラ
ー
の
交
換
等
に
よ
る
騒
音
の

増
大

④
燃
料
ポ
ン
プ
封
印
の
取
り
外
し
等
に

よ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
黒
煙
の
悪
化

に
重
点
を
置
い
た
検
査
を
行
い
ま
し

た
。
同
期
間
中
に
お
け
る
検
査
結
果

は
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
違
反
車
両
の
ユ
ー
ザ
ー
に

対
し
て
は
「
整
備
命
令
書
」
を
交
付
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り

新
た
に
導
入
さ
れ
た「
整
備
命
令
標
章
」

を
当
該
車
両
の
前
面
ガ
ラ
ス
に
貼
付
し

ま
し
た
。

その８BUSINESS��REPORT

運輸部

クリアレンズ等不適切な灯火器の取り付け整備命令標章ディーゼル黒煙の検査

検 査 車 両 数出 動 員 数実 施 回 数

8711636

整 備 命 令
発 令 件 数

不 正 改 造
車 両 数

整 備 不 良
車 両 数

749888

� ������������������� ������������������� ������������������

運 動 期 間 中 の 街 頭 検 査 結 果
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石垣統計情報出張所が出前授

業を開催

　石垣統計情報出張所（現：石垣

統計・情報センター）では、子供

たちの農林水産業に対する理解を

深めるために、中学生向けのパン

フレット「日本最南端・西端の農

林水産業」を作成しました。この

パンフレットは、八重山地域の農

林水産業の概況のみならず、中学

生への農林水産業に対するアン

ケート結果や一問一答、若者に贈

る言葉（「夢のある水産業を目指し

て（沖縄県漁業指導士：池田元）」、

「砂糖作りの歴史から学ぶサトウ

キビ生産（石垣島ファーマー代表：

入嵩西正治）」）を収録しています。

　６月１９日には、石垣市立大浜中

学校の総合学習の一環として、

２・３年生の約２５０名を対象にパン

フレットの内容についてパソコン

で説明する出前授業を行いまし

た。中学生からは「さとうきびと

水稲（米）はどちらが儲かるので

すか」といった鋭い質問が出され、

また、「今の石垣の農業等の状況

をちゃんと知ることができたので

とても役に立ったと思う」「農林水

産業は、ただ作物を作っているだ

けじゃないんだと分かった」など

といった感想が聞かれました。

　先生からは「パソコンを使いス

ムーズで分かりやすい講演でし

た。質問形式で進めていったこと

も、生徒達の興味を引く工夫で

あったと考えます」の感想があり

ました。

　�

　

【証券取引等監視委員会野田

　委員による講演会の開催】

　証券取引等監視委員会では、個

人投資家の保護を監視委員会の目

標として掲げ、そのために個人投

資家との連携､個人投資家の自衛

努力の支援策として､個人投資家

との意見交換会の開催を各財務局

で実施しています。

　今回、沖縄での開催を個人投資

家との意見交換会という形式でな

く、投資家教育という観点から、

さる5月28日に沖縄大学で講演会

を開催しました。

　当日は、証券取引等監視委員会

の野田委員により「証券取引等監

視委員会の活動について」という

テーマで監視委員会の活動状況、

活動方針の説明、投資家が特に注

意すべき取引についての具体的な

事例を踏まえた講演が行われまし

た。

　講演会には、沖縄大学法経学部

３年次のテーマ演習受講の学生を

中心に､金融機関､一般投資家など

約70名の出席者が熱心に聴講し

ました。

　監視委員会として､大学での講

演は初めての試みであり、今後、

広島大学､神戸大学で講演会の開

催を予定しています。

　�

　

第３回国際会議等各種会議の

沖縄開催の推進に係る現地連

絡会議について

　平成１５年６月１８日「第３回国際

会議等各種会議の沖縄開催の推進

に係る現地連絡会議」が万国津梁

館で開催されました。

　現地連絡会議は、平成12年６月

の「国際会議等各種会議の沖縄開

催の推進について」（閣議了解）に

基づき内閣府に設置された「各省

庁連絡会議」基本方針により、関

係省庁出先機関、沖縄県並びに沖

縄県内の関係機関の連携強化と国

際会議等の受入の円滑化を図るた

め、平成13年１月に設置されまし

た。

　第３回会議は、イラク情勢の影

響等により、国際会議の誘致に支

障が生じないよう引き続き推進を

図ることとした「第６回各省庁連

絡会議」を踏まえ、現地の連携強

化を図る目的で開催されました。

　当日は、影山総務部長の挨拶の

後、当局から「向こう５年間の国

際会議等の開催計画」及び「各省

庁担当者による現地視察・セミ

ナーの実施」について、沖縄県か

ら「最近の沖縄観光の現状」につ

いての報告が行われ、会議終了

後、万国津梁館の館内視察が行わ

れました。
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陸運及び観光関係功労者を表彰

　去る５月15日、沖縄ハーバー

ビューホテルにおいて、関係者多

数の出席のもとに、平成15年度陸

運及び観光関係功労者の沖縄総合

事務局長表彰が行われました。

　本表彰は、県内において自動車

運送事業、自動車整備事業等の陸

運関係事業及び観光関係事業に従

事する役員、従業員で、当該事業

に対する功績が顕著であった者、

また、永年にわたり業務に精励

し、勤務成績が優秀な者に対し毎

年行われるものです。

　今回の受賞者は、役員12名（ト

ラック事業３名、自動車販売事業

１名、自動車整備事業８名）、一般

従業員４名（バス事業４名）、団体

従業員１名（沖縄県自動車整備振

興会１名）、運転者７名（バス事業

２名、タクシー事業５名）の計24

名の方に対し、局長から永年の功

績に対する表彰状が授与されまし

た。

　また、受賞者代表から、なお一

層業務に精励し、社会の信頼に応

えられるよう精進したいとの謝辞

がありました。

�

　

水源地ミュージカル「リバーヘッド」を

開催

　６月４日～６日の３日間、沖縄

本島内３主要都市（沖縄市・那覇

市・名護市）で水源地ミュージカ

ル「リバーヘッド」沖縄公演を実

施しました。

　このミュージカルは、水源地と

消費地の人々が一緒になって「水

はどこから生まれるのか」「水を守

るのはだれか」などを楽しみなが

ら学び、そして「水の大切さ」に

ついて改めて考える機会になれば

と誕生したミュージカルです。

　当日の来場者は３会場とも約１

千名程度の皆様にお越しいただ

き、名護市民会館では立見が出る

ほどの大盛況でした。

　公演では、小学生の子供達から

おじいさん・おばあさんまで幅広

い年代層の皆様にミュージカルを

楽しんでいただき、「感動した」

「水の大切さを改めて感じた」「こ

のような機会をまた楽しみにして

いる」などの言葉が多く聞かれま

した。

　“� 雨 垂 水�
ア マ ダ イ ミ ジ

�は�醤 油
ヤ

�� �� 使 い
シ ョ ウ ユ

�� �� （※）”
　ヂケェー

の精神を忘れずに、今後とも多く

の手段を使って県民の皆様と協働

し「水を大切にする社会づくり」を

目指して行きたいと考えています。

※沖縄のことわざ：意味［雨水はいつでも
降るものでなく、日照りが来ないとも限
らないから醤油を使うようによくよく用
心し、大切に使わなくてはいけない］とい
う戒めの言葉。

�

　

沖縄デジタルアーカイブ

「Wonder沖縄」運用開始式典

　沖縄が有する豊かで魅力ある風

土、文化遺産等の情報をデジタル

保存し、インターネット等により

情報発信を行う「沖縄デジタル

アーカイブ�Wonder�沖縄」の運用

式典が、去る６月10日、北谷町

美浜メディアステーションにお

いて、沖縄県知事をはじめ内閣府

や経済産業省他から多数の来賓を

迎え挙行されました。

　本事業は、沖縄の様々な情報を

デジタル保存し、次代に継承する

ことを目的に、歴史、自然等６分

野のエレメントコンテンツ（各分

野の情報）及び世界遺産、沖縄の

自然、海底遺跡の３分野からなる

大規模展示用コンテンツ等をイン

ターネット、DVD、大規模映像展

示システム等で提供するもので

す。これは、総Web数１万ペー

ジ以上、高精細デジタル映像10

時間以上にもなり、制作には、延

べ500名以上、81社（県内企業57

社）が参加しました。今後、内外

に向けた沖縄のPR効果が期待さ

れるところです。

　なお、Wonder沖縄は、６月10

日よりインターネット

（http://www.wonder-okinawa.jp）

で配信され、大規模展示用コン

テンツは、北谷町メディアステー

ション内スタジオ、首里城公園レ

ストセンター、銀座わしたショッ

プにおいて上映されています。

�
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沖
縄
本
島
北
部
の
「
や
ん
ば
る
」
と

呼
ば
れ
る
一
帯
は
自
然
の
宝
庫
だ
。
最

高
峰
で
も
標
高
五
百
三
メ
ー
ト
ル
の
与

那
覇
岳
。
本
部
半
島
は
別
と
し
て
、
東

西
の
幅
は
十
キ
ロ
前
後
に
す
ぎ
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森
林
、
草
花
、
動

物
、
昆
虫
と
豊
か
な
生
態
系
を
抱
え
て

わ
れ
わ
れ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

そ
ん
な
や
ん
ば
る
に
魅
せ
ら
れ
て
、

月
に
一
、
二
回
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
那
覇
に
着
任
し
て
か
ら
間
も
な
い

二
年
前
だ
っ
た
。
も
と
も
と
山
歩
き
が

好
き
で
、
関
東
で
は
丹
沢
や
奥
多
摩
に

遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら
で

あ
ら
た
め
て
目
を
開
か
れ
た
思
い
が
す

る
。

　

初
め
は
友
人
た
ち
と
森
林
に
分
け
入

り
、
無
人
の
浜
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

を
過
ご
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
が
案

内
す
る
川
上
り
ツ
ア
ー
も
経
験
し
た
。

こ
こ
一
年
余
り
は
山
歩
き
同
好
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
の
活
動
が
主
体
に

な
っ
て
き
た
。

　

つ
い
先
日
は
、
東
海
岸
北
部
の
安
田

川
を
歩
く
機
会
が
あ
っ
た
。
同
好
グ

ル
ー
プ
の
仲
間
と
と
も
に
、
海
岸
に
ほ

ど
近
い
橋
の
た
も
と
か
ら
流
れ
に
入

り
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
六
時
間
。

　

水
辺
に
は
カ
ニ
や
タ
ナ
ガ
ー
が
は
い

回
り
、
岩
陰
に
ヒ
メ
ハ
ブ
が
た
た
ず

む
。
水
面
す
れ
す
れ
に
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
や

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
が
舞

う
。
と

き

に

「
ひ
ゅ
る
る
る

る
る
」
と
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
独

特
の
鳴
き
声
も

聞
こ
え
る
。
川

の
両
岸
は
日
陰

ヘ
ゴ
や
蔦
の
密

林
が
続
き
、
よ

く
見
る
と
枝
に

は
緑
鮮
や
か
な

カ
エ
ル
が
へ
ば

り
つ
い
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
考

え

付

く

の

が

「
楽
し
む
自
然
」

と
「
守
る
自
然
」

の
調
和
だ
。

　

シ

ー

ズ

ン

中
、
人
々
が
数

珠
つ
な
ぎ
に
な

る
尾
瀬
湿
原
の
木
道
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
本
土
で
は
大
量
の
訪
問
者
か
ら

自
然
を
守
る
た
め
に
登
山
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ハ
イ
カ
ー

は
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
な
い

こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
立
ち
入
る
人
が

少
な
い
や
ん
ば
る

で
は
、
登
山
道
を

つ
く
る
こ
と
自
体

が
自
然
破
壊
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い

の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
見
受
け
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
塩

屋
富
士
の
散
策

ル
ー
ト
。
確
か
に

歩
き
や
す
い
が
、

こ
こ
ま
で
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
の

か
と
も
思
う
。
踏

み
跡
を
た
ど
れ
ば

十
分
と
い
う
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

自
然
保
護
を
徹

底
す
れ
ば
、
森
や

川
の
中
に
足
を
踏

み
入
れ
ず
、
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
に

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

大
切
な
の
は
ほ
ど
よ
い
距
離
感
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
川
の
歩
行
も
そ
う
だ

が
、
藪
こ
ぎ
も
自
然
に
一
定
の
負
担
を

か
け
て
い
る
。

　

ハ
イ
カ
ー
が
大
勢
で
同
じ
場
所
を
踏

み
付
け
れ
ば
、
確
か
に
草
木
は
痛
め
つ

け
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
避
け
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
山
歩
き
の
仲
間
た
ち
は
参

加
者
が
多
い
場
合
、
自
然
に
対
す
る
影

響
を
軽
減
す
る
た
め
に
グ
ル
ー
プ
を
分

け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

今
回
の
川
歩
き
で
も
感
じ
た
こ
と
だ

が
、
台
風
に
よ
る
倒
木
や
が
け
崩
れ
な

ど
を
い
か
に
修
復
す
る
か
、
役
所
に
任

せ
て
お
く
だ
け
で
い
い
の
か
と
も
思

う
。

　

か
つ
て
米
国
で
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
た
が
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
登
山
道
の
整
備
だ
。
長
大
な
ア
パ

ラ
チ
ア
ン
山
地
の
登
山
道
を
分
割
、
一

定
区
間
に
つ
い
て
地
域
ご
と
の
山
岳
会

が
責
任
を
負
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が

一
キ
ロ
ほ
ど
を
分
担
し
て
、
倒
木
の
片

付
け
な
ど
を
し
て
い
た
と
記
憶
す
る
。

　

自
分
自
身
、
や
ん
ば
る
と
の
付
き
合

い
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

ハ
イ
カ
ー
の
ひ
と
り
だ
。
沖
縄
総
合
事

務
局
に
は
、
林
道
や
砂
防
ダ
ム
な
ど
の

開
発
に
つ
い
て
、
県
民
や
観
光
客
が
貴

重
な
自
然
を
末
永
く
楽
し
め
る
よ
う

に
、
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
な
や
り
方
を
追

求
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
ま
な
い
。

＊　
　

＊　
　

＊
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平
成
四
年
度
に
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
の
新
都
心
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
十
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
当
初
、
空
き
地
ば
か
り
だ
っ
た
場
所
に
、
住

宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
都
市
公
園
、
商
業
施
設
、
行
政
施
設

な
ど
が
次
々
に
整
備
さ
れ
、
複
合
的
な
機
能
を
有
す
る
街

と
し
て
急
速
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
月
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
よ
う
に
、
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
が
完
成
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
２
号
館
、
３
号
館
と
順
次
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
行
政
施
設
の
核
と
し
て
、

魅
力
あ
る
新
都
心
地
区
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

��局
報
「
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
」

�
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
と
は
、
沖
縄
の
方
言
で
「
昴
星
（
す

ば
る
）
」の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
広
大
な
海
域

に
点
在
す
る
数
多
く
の
島
々
か
ら
成
る
沖
縄
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
群
星
は
沖
縄
の
真
上
を
運
行
し
、
昔
か

ら
農
事
等
の
暦
と
し
て
の
目
安
と
な
り
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
局
報
「
群
星
」
も
沖
縄
の
発
展
の
指
針
と
な
り
、

県
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
命
名
し

た
も
の
で
す
。
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応 募 要 領

■対象「沖縄県内のみち」■
【 課  題  例 】

○トンネルや橋など風景にマッチしたみち。

○植栽や歩道等景観に配慮したみち。

○地域のコミュニティの場として人々がふれあうみち。

○歴史、文化を感じさせるみち。

○祭り、イベント、行事等が行われているみち。

○その他、（沖縄をイメージさせる道路及び季節を感じさせ

　る道路）

■応募規定■
●応募作品サイズは、キャビネ版カラープリント又は白黒

　プリントに限ります。

●応募資格は沖縄県内に在住する人を対象とします。

●応募枚数は１人３点迄とします。

●１年以内に撮影した未発表の作品とします。

●入賞作品の著作権は主催者に帰属し、広報用（カレンダー

　等）に活用させていただきます。

●応募作品は返却致しませんのでご了承下さい。

●入賞作品について原版（ネガorポジ）の提出をしていた

　だきます。

■応募の方法■
応募票に題名、撮影場所、撮影年月日・作品の簡単なコメン

ト、撮影者の氏名、住所、電話番号、職業等を明記し、作

品の裏に貼り付けて下さい。

※応募票は自作のものでも結構です。

■応募締切■
平成15年９月30日（火）消印有効

■応募先及び問い合わせ先■
〒901-2122　沖縄県浦添市勢理客４丁目18－1

� （トヨタマイカーセンター４階）

� （社）沖縄建設弘済会

「沖縄の道路」写真コンテスト係

TEL（098）879－2087

み　ち




